
 

 

■推進委員会会議における答申に係る付帯意見のキーワード 

 

意見の概要 キーワード 

公共施設を市民から使ってみたいと思われるように認識を変えていきたい 魅力向上 

施設の再整備の際の市民ニーズの確認や事業の進捗 市民の意見 

居住地が遠く、公共施設を十分に活用できない市民に対するサポート 地域性 

行政サービスの

提供 

５市一町相互利用の影響 広域利用 

学校など、必要かつ残していく施設をうまく活用すること 複合・集約化 

既存施設の活用 

町会の公民館の活用 既存施設の活用 

PPP・ＰＦＩの活用による市民サービスの充実 民間活用 

早めの点検 早めの改修が経費を削減するために重要 財政負担軽減 

個別施設ごとの改修計画や、点検結果によって改修時期が変わってくるこ

とについて、市民にもわかりやすく明記した方がよい 

方向性の周知 

ヘビーユーザーは必要だが、そうでない人は必要ないとの意見 

施設の維持管理費を全体から回収するべきなのか 

受益者負担 

イベントを通じて気楽に公共施設に訪れてもらい、その機会を捉えて情報

発信 

魅力向上 

情報発信 

アンケートで、必要ないという意見があったとは言え、廃止してよいという

ことではないので、丁寧に扱うこと 

行政サービスの

提供 

館ではなく室として整備するなど、学校設備をうまく使う方向性 複合・集約化 

既存施設の活用 

人口減少が見込まれていて、それと併せて施設の量も考えないといけない 人口動態 

機能を集約して将来的に減らしていくという方向性をわかりやすく 方向性の周知 

子育て世代が居住地や就学先を選択する際、学校の統廃合等に関する情報

の有無が影響を及ぼすため、この情報をいい形で示してほしい 

方向性の周知 

情報発信 

30～40 年後には、長寿命化した施設が更新対象になるため、将来的な負担

軽減を図る必要があり、この時期までに施設の再編や集約化を進めていく

必要がある状況を市民の方にも周知し、機能を集約していくということを

理解していただいたうえで進めていくことが重要である 

方向性の周知 

市民理解 
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